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このユーザーズマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにしてく

ださい。 

 

安全にかかわる表示 
 

プリンターを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアルの指示に従って操作してください。 

 

このユーザーズマニュアルにはプリンターのどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、どうすれば危

険を避けられるかなどについて説明されています。 

また、プリンター内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。 

 

ユーザーズマニュアルならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」という用語を使用し

ています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 

 

 

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

 

指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれがあることを

示します。 

 

危険に対する注意・表示の具体的な内容は「注意の喚起」、「行為の禁止」、「行為の強制」の 3 種類の記号を使って表し

ています。それぞれの記号は次のような意味を持つものとして定義されています。 

 

注意の喚起 注意の喚起は、「△」の記号を使って表示されています。この記号は指示を守らないと、危険が発

生するおそれがあることを示します。記号の中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。 

 

発煙または発火のおそれがあることを示

します。 
 

けがをするおそれがあることを示します。

 

感電のおそれがあることを示します。 

 

指などがはさまれるおそれがあることを

示します。 

 

火傷を負うおそれがあることを示しま

す。 
 

特定しない一般的な注意・警告を示しま

す。 

 

けがを負うおそれがあることを示しま

す。  

 

 

 警 告 
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行為の禁止 行為の禁止は「」の記号を使って表示されています。この記号は行為の禁止を表します。記号

の中の絵表示はしてはならない行為の内容を図案化したものです。 

 

プリンターを分解・修理・改造しないでくださ

い。感電や火災のおそれがあります。 

破損した電源コードは使わないでください。感

電や火災のおそれがあります。 

 

指定された場所には触らないでください。感電

や火傷などの傷害が起こるおそれがあります。 

電源プラグを中途半端に差し込まないでくださ

い。火災のおそれがあります。 

 

金属類を差し込まないでください。感電のおそ

れがあります。 

不安定な場所を避けてください。けがをするお

それがあります。 

 

ぬれた手で触らないでください。感電のおそれ

があります。 

電源コードをねじらないでください。感電や火

災のおそれがあります。 

 

水や液体がかかる場所で使用しないでくださ

い。感電や発火のおそれがあります。 

薬品類をかけないでください。電源コードや本

体電気部品の劣化による感電や火災のおそれが

あります。 

 

製品の近くで火器類を扱わないでください。火

災の原因となるおそれがあります。 

手や髪の毛を近づけないでください。装置内部

に巻き込まれてけがをするおそれがあります。 

 

直射日光を避けてください。発火のおそれがあ

ります。 

特定しない一般的な行為の禁止を示します。 

 

行為の強制 注意の喚起は「●」の記号を使って表示されています。この記号は行為の強制を表します。記号

の中の絵表示はしなければならない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるためにはこ

の行為が必要です。 

 

プリンターの電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。感電や火災のおそれが

あります。  

電源コードは AC100V のコンセントに差し

込んでください。火災や漏電のおそれがあ

ります。 

 

電源コードはプラグを持って抜いてくだ

さい。コード部分を引っ張るとコードが破

損して感電や火災のおそれがあります。  

アース線を接続してください。万一漏電し

た場合に感電や火災のおそれがあります。

 

電源コードは添付のものを使ってくださ

い。専用品を使わないと感電や火災のおそ

れがあります。  

特定しない一般的な行為の強制を示しま

す 

 

本文中で使用する記号の意味 

このユーザーズマニュアルでは、「安全にかかわる表示」のほかに、本文中で次の 2 種類の記号を使っています。それぞ

れの記号について説明します。 

記号 内  容 記号 内  容 

 

この注意事項および指示を守らないと、プリン

ターが故障するおそれがあります。また、シス

テムの運用に影響を与えることがあります。 

この注意事項および指示を守らないと、プリン

ターが正しく動作しないことがあります。 
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商標について 
 

NEC、NEC ロゴは日本電気株式会社の登録商標です。 

MultiCoder は NEC エンベデッドプロダクツ株式会社の登録商標です。 

Microsoft、Windows、Windows Vista、Windows Server は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における

登録商標または商標です。 

IBM、AT は米国 International Business Machines Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

 

その他、記載されている会社名および商品名は各社の登録商標または商標です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 
 

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありま

したら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

4. 運用した結果の影響については 3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

5. 本製品を第三者に売却・譲渡する際は必ず本書も添えてください。 

 

© NEC Corporation, NEC Embedded Products, Ltd. 2010-2017 

日本電気株式会社、NEC エンベデッドプロダクツ株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。 
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はじめに 
 

このたびは NEC の感熱ロール紙プリンターをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

 

本マニュアルは、感熱ロール紙プリンター「MultiCoder 300S2DC シリーズ」（以降、「本プリンター」と呼びます）を正

しくお使いいただくための手引きです。本マニュアルにはプリンターの設置、操作、保守に必要な情報を記載していま

すので、日常使用する上でわからないことや具合の悪いことが起きたときにぜひご利用ください。 

 

また、本プリンターにはユーザーズマニュアルのほかに同梱の CD-ROM に収録されたソフトウェアマニュアルがあります。

併せてご活用ください。 

 

 

本書で説明する製品について 
 

このユーザーズマニュアルは次の製品について説明しています。 

ハードウェアインターフェースは USB、LAN がそれぞれあります。 

 

 

ハードウェア 

インター 

フェース 

特 長 背 面 

ハードウェア

インター 

フェース 

特 長 背 面 

LAN モデル IEEE802.3 準拠 

Ethernet 

インターフェース 

（10Base-T/100Base-TX） 

USB モデル 

 

USB1.1/2.0 Full-Speed

準拠 USB インターフェ

ース 

（通信速度：12Mbps、

コネクター：USB B タイ

プ） 
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マニュアルの構成 
 

このユーザーズマニュアルは、初めて本プリンターをお使いになる方が始めから順序よくお読みになれば、本プリンタ

ーを正しく使用できるように書かれています。また日常お使いになる上でわからないことが起こったり、故障かなと思

ったりしたときは随時このマニュアルを活用してください。 

また、本書で記載されていない内容についてはソフトウェア CD-ROM に収められているソフトウェアマニュアルをご覧く

ださい。 

 

 

 

第 1 章  初めてお使いになるとき 

 

本プリンターの取り扱い上の注意など、お使いになる前に知っておきたい情報や、本体を箱から出して印刷

の準備が整うまでの手順を説明しています。また本プリンターに添付の「ソフトウェア CD-ROM」に収録され

ているソフトウェアや別売品の紹介もあります。 

 

第 2 章  用紙の取扱いと印刷 

 

各種用紙のサイズや印刷可能範囲を説明しています。 

 

第 3 章  操作部とプリンターの設定 

 

操作部のスイッチやランプの機能、本プリンターが持っているさまざまな機能を説明しています。 

 

第 4 章  日常の保守 

 

本体の清掃手順を説明しています。 

 

第 5 章  故障かな？と思ったときは 

 

プリンターが思うように動作しなかったり、印刷の状態がよくなかったりしたときは、故障を疑う前にまず

この章をお読みください。保証や修理の依頼、本体を運搬するときの準備についても記載しています。 

 

 

 

LAN（プリントサーバー）のマニュアルは、プリントサーバーソフトウェア CD-ROM に収められている

プリントサーバーソフトウェアマニュアルをご覧ください。 

 

 

本書では USB モデルを中心に説明しています。 

モデルによって異なる場合は、それぞれのモデルごとの説明をしています。 
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関連文書について 
 

本プリンターの説明書として、ユーザーズマニュアルの他に以下のマニュアルがあります。 

 

PDF マニュアル 
 

 

ソフトウェア CD-ROM に収められている「PDF マニュアル」では以下について説明しています。 

必要に応じてご覧ください。 

 

ソフトウェアマニュアル 

ドライバーのインストール方法、リモートパネルの機能や使い方、ステータスモニターに 
ついて説明しています。 

 

 

 

 

プリントサーバーソフトウェア CD-ROM に収められている「PDF マニュアル」では以下について 

説明しています。必要に応じてご覧ください。 

 

プリントサーバーソフトウェアマニュアル 

プリントサーバーソフトウェアのインストールと設定方法などを説明しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 
＊PDF マニュアルは Adobe Reader または Acrobat Reader（Ver.5 以降）で閲覧できる PDF ファイルです。 
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本プリンターの特長 
 

高速印刷 

モノクロ単色印刷で最大 260mm/s の高速印刷が可能。 

（標準改行量 3.75mm 時：69 行/秒） 

 

簡単用紙セット 

ロール紙セットが簡単なドロップイン方式で、しかも用紙

の操作性が優れている前方排出機構を採用。 

 

多彩なロール紙幅に対応、ロール紙の最大径は

102mm 

83mm、80mm、60mm、58mm に対応。 

(ペーパーガイドによる） 

 

用紙詰まり時の操作性向上 

パスルートのオープン機構により、詰まった用紙の除去な

どの操作性が優れている。 

 

上端余白 

プリンタードライバーの設定により 12mm と 4.5mm の設定

が可能。 

 

 

コマンド対応 

標準的な ESC/POS™コマンドに対応。 

 

自由な書式設定 

ページモードにより自由な書式が可能。 

 

バーコード、二次元コード 

各種バーコードの他に、2次元コード（QR コード／PDF417

／DATAMATRIX）の印刷が可能。 

 

Windows ドライバを用意 

Windows 対応プリンタードライバーを用意し、OPOS、WEPOS

にも対応。 

 

ユーティリティソフトを用いて、プリンターの 

設定をシステム側からも可能 

 

防滴性 

IEC 60529 IPX2 に対応。 
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 製品を安全にご使用していただくために 
 

 

 

安全上のご注意 
ここで示す注意事項はプリンターを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容をよく読んで、

ご理解いただき、プリンターをより安全にご活用ください。記号の説明については、ii ページの「安全にかかわる表示」

を参照してください。 

 

 

プリンター（内蔵部品・オプション品を含む）について 
 

 

 

  

煙や異臭、異音がしたら電源を OFF にする 

万一、煙・異臭・異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF にして電源プラグをコンセ

ントから抜いてください。その後、販売店にご連絡ください。そのまま使用すると感電や火

災の原因となるおそれがあります。 

 

  

分解・修理・改造はしない 

ユーザーズマニュアルに記載されている場合を除き、分解したり、修理・改造を行ったりし

ないでください。本プリンターが正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の原因と

なるおそれがあります。 

 

  

針金や金属片を差し込まない 

本プリンターのすきまから金属片や針金などの異物を落としたり、差し込んだりしないでく

ださい。感電や故障のおそれがあります。 

 

 

ぬれた手で触らない 

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。また、通電中にぬれた手で本プリン

ター側面のインターフェース部や本プリンター内部に触らないでください。ぬれた手で触る

と感電するおそれがあります。 

 

 

火の中に投げ入れない 

本プリンターおよび本プリンター内蔵部品を火の中に投げ入れないでください。プラスチッ

ク部分が溶け出して、有害な成分が発生することがあります。 

 



 

2 

 

 

  

100V 以外のコンセントに差し込まない 

電源は 100V の電圧、電流の壁付きコンセントをお使いください。100V 以外の電源を使うと

火災や漏電になるおそれがあります。 

 

 

必ずアース（接地）する 

万一漏電した場合、火災・感電のおそれがあります。ただし、ガス管、水道管、蛇口、避雷

針などにはアース（接地）を行わないでください。 

 

  

AC アダプター、電源コードは本体付属品を使用する 

付属品以外を使用すると、火災のおそれがあります。 

 

  

電源コードは曲げたりねじったりしない 

電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束ねたり、ものを載せたり、はさみ込んだりし

ないでください。またステープルなどで固定することも避けてください。コードが破損し、

火災や感電の原因となるおそれがあります。 

 

 

電源プラグを中途半端に差し込まない 

電源プラグはしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込んだまま、ほこりがたまる

と接触不良の発熱による火災の原因となるおそれがあります。また、プラグ部分は時々抜い

て、乾いた布でほこりやゴミをよく拭き取ってください。ほこりがたまったままで、水滴な

どが付くと発熱し、火災となるおそれがあります。 

 

 

延長コードは使用しない 

添付の電源コードだけでコンセントに届かない場所に設置しないでください。延長コードの

容量超過により発熱するおそれがあります。 

 

  

損傷した電源コードは使わない 

電源コードが破損した場合は、ビニールテープなどで補修して使用しないでください。補修

した部分が過熱し、火災や感電の原因となるおそれがあります。損傷したときは、お買い求

めの販売店に修理を依頼してください。 

 

  

電源コードに薬品類をかけない 

電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないでください。コードの被覆が劣化し、感電や火

災の原因となるおそれがあります。 

 

  

電源コードを抜くときはコードを引っ張らない 

電源コードを抜くときはプラグ部分を持って行ってください。コード部分を引っ張るとコー

ドが破損し火災や感電の原因となるおそれがあります。 

 

  

添付の AC アダプター・電源コードを転用しない 

添付の AC アダプター、電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、

その安全性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでください。火

災や感電の原因となるおそれがあります。また、電源は指定された電圧、電流のコンセント

をお使いください。 

 

長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

連休などで長期間ご使用にならない場合は、安全のためプリンター本体および AC アダプター

の電源プラグを抜いてください。火災の原因となることがあります。 
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ほこり・湿気の多い場所で使用しない 

本プリンターをほこりの多い場所、給湯器のそばなど湿気の多い場所には置かないでくださ

い。火災になるおそれがあります。 

 

直射日光が当たる場所、温度変化の激しい場所には置かない 

本プリンターを窓ぎわなどの直射日光が当たる場所には置かないでください。また温度変化

の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）、湿気の多い場所には設置しないでく

ださい。温度変化により内部の温度が上がったり、結露現象が起こったりして、故障の原因

となるばかりでなく、異常動作したり、火災を引き起こしたりすることがあります。 

 

不安定な場所に置かない 

本プリンターを縦型 OA ラックの上段など不安定な場所には置かないでください。けがや周囲

の破損の原因となるおそれがあります。 

 

調理台や加湿器、熱器具のそばなど、油煙や湯気、熱が当たる場所に置かない 

絶縁が悪くなったり、カバーや電源コードの被膜が溶け、火災・感電の原因となるおそれが

あります。 

 

本プリンターの上に重い物を置かない 

置いた物がバランスを崩して倒れたり、落ちたりして、けがの原因となるおそれがあります。

 

腐食性ガスの存在する環境、ほこりや空気中に腐食を促進する成分、導電性の金属などが含

まれている環境で使用、保管しない 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫酸化水素、二酸化窒素、塩素アンモニア、オゾンなど）の存在

する環境、腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）が含まれている環境に設置し

使用しないでください。 

装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙、発火の原因となるおそれがあります。 

 

もし、ご使用の環境で上記の疑いがある場合は、お買い上げの販売店、または当社指定のサ

ービス窓口にご相談ください。 

 

配線部には触らない 

動作中でなくても、電源が ON になっているときに配線部に触ると、感電するおそれがありま

す。 

 

高温部品に触らない 

本プリンターの内部には、使用中に高温になるサーマルヘッドという部品があります。カバ

ーを開けて作業する場合は、10 分ほど待って十分に冷めてから行ってください。本プリンタ

ーの動作直後に触ると火傷するおそれがあります。 

 

指を挟まない 

カバーの開閉時に指を挟まないように気を付けてください。けがをするおそれがあります。 

  

本プリンター内に異物を入れない 

本プリンター内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火災や
感電、故障の原因となります。 

もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いて、

販売店に連絡してください。 
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突起物に手などをぶつけない 

本体内部の突起物などに手などをぶつけないように注意してください。けがの原因となるお

それがあります。 

  

本プリンターを落としたり、強い衝撃を与えたりしない 

カバーなどが破損し、火災・感電のおそれがあります。万一、本体を落としたり、カバーな

どを破損した場合は、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げの販売店に連絡してく

ださい。 

 

巻き込み注意 

本プリンターの動作中、用紙を交換するときは本プリンターのギヤなどに髪の毛やスカーフ、

ネクタイを近づけないでください。髪の毛を巻き込まれたり、指をはさまれたりしてけがを

するおそれがあります。 

  

雷が鳴りだしたら本プリンターに触らない 

火災・感電の原因となります。雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてくだ

さい。また雷が鳴りだしたらケーブル類も含めて本プリンターには触らないでください。 

 

お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜く 

感電の原因となるおそれがあります。 

 

シンナーやベンジンなどの薬品類で本プリンターを拭かない 

火災の原因となるおそれがあります。 

  

移動するときは、電源コードを抜く 

接続したまま移動するとコードが傷つき、火災・感電の原因となるおそれがあります。 

 

本プリンターを子供に使わせたり、幼児の手の届くところに置いたりしない 

感電・けがの原因となるおそれがあります。 

  

キャスター付きの台に設置したときは、必ずキャスター止めをする 

動いたり、倒れたりして、けがの原因となるおそれがあります。 

  

本プリンターのカッターには手を触れない 

本プリンターの前面部にあるカッターには、清掃時以外、手を触れないで下さい。けがの原

因となるおそれがあります。 

 

万一、本体を落としたり、カバーなどを破損した場合は、電源プラグをコンセントから抜き、

お買い上げの販売店に連絡する 

そのまま使用すると、火災・感電のおそれがあります。 
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 １章 
 初めてお使いになるとき 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、プリンターの箱を開けてから、中身を確認し、テスト印刷、コンピューターに接続するまでを以下の手順

で説明します。 

 

 

１ 設置場所を用意する →   6 ページ 

２ 箱の中身を確認する →   8 ページ 

３ 各部の名前と機能を覚える → 11 ページ 

４ 電源コード・AC アダプターを接続する → 14 ページ 

５ 電源を ON にする（OFF にする） → 18 ページ 

６ 用紙をセットする → 19 ページ 

７ テスト印刷をする → 26 ページ 

８ コンピューターに接続する → 28 ページ 

９ ソフトウェアをインストールする → 30 ページ 

10 ネットワークの設定をする → 30 ページ 
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１ 設置場所を用意する 
 

設置にふさわしい場所を用意してください。また、ここでは設置準備および日常の運用の際に本プリンターを正しく安

全に動作させるための注意事項も記載しています。 

 

本体の設置について 
 

本プリンターを操作するための十分なスペースが確保でき、風通しが良く、平らで水平な場所に本プリンターを設置し

てください。また、本プリンターの周辺には、下記のような空間を確保してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 プリンター右側面 

 

 

 

次のような場所には設置しないでください。火災や感電、けがの原因となるおそれがあります。

・ 直射日光が当たる場所  ・ ほこりが多い場所 

・ 高温、多湿な場所  ・ 磁気や電磁波を発生する機器の近く 

・ 急激な温度変化がある場所  ・ 火気や水気に近い場所 

・ 振動のある場所   ・ 不安定な台の上 

 

 

 

43
5

15
0

435mm 

150mm
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正しく使用するために 
 

 

本プリンターを正しくお使いいただくために、次のことを守ってください。守らないと、故障・誤動作・破損の原因と

なります。 

 

 プリンターを動作させる際は必ず用紙をセットしてください。 

 

 印刷した用紙の表面を先の尖ったものでこすったり、火を近づけたり、水をかけたり、薬品・溶剤等で拭かな

いでください。印刷内容の判読不能の原因となります。印刷面の定着性を確認の上、適切な方法で取り扱って

ください。 

 

 本プリンターは NEC 指定の消耗品を使用した時に印刷品質や性能が最も安定するように設計されています。NEC

指定以外の消耗品を使用した場合、プリンター本来の性能を発揮できない場合があるため、消耗品は NEC 指定

品を使用することを推奨します。 

 

 用紙などの消耗品は、室温で適度な湿度のところに保管してください。直射日光の当たるところ、高温で多湿

なところに保管すると、変質・変色の原因となります。また、変質・変色した用紙を使用すると、印刷品質へ

の悪影響や故障の原因となります。 

 

 オプション類は NEC の純正品（指定品）を使用してください。NEC の純正品（指定品）以外を使用すると、故

障・誤動作の原因となります。 
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２ 箱の中身を確認する 
 

同梱品 
 

箱を開けて、次のものが入っていることを確認してください。万一、足りないものや破損しているものがある場合は、

販売店に連絡してください。 

 

梱包材（箱や緩衝材など）はプリンターを運搬するときに必要となりますので、保管しておいてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 本プリンター以外の用途には、絶対にご使用にならないでください。 

*2 CD-ROM には、「プリンタードライバー」および「リモートパネル」「ステータスモニター」のソフトウェアとソフトウェアマニュア

ル他が収められています。 

□ ソフトウェア CD-ROM
＊2

 

□ 安全にお使い 

  いただくために 

□ AC アダプター
＊1

 □ 電源コード
＊1

□ クイックスタートガイド

□ プリンター本体 

□ 保証書 □ ソフトウェアの 

  ご使用条件 

□ テスト用紙 

 （感熱ロール紙） 

□ プリントサーバー 

  ソフトウェア CD-ROM 

LAN モデルにのみ添付 
USB ケーブルおよび LAN ケーブルは添付さ

れていません。お使いになる環境に合わせ

て別途お買い求めください。
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別売品 
 

ご購入にあたりましては、お買い上げの販売店、または当社指定のサービス窓口にお問い合わせください。 

 

 

オプション 
オプションの取り付け手順などの詳細については「８ コンピューターに接続する」（28 ページ）を参照してください。 

 

形 状 品 名 説 明 

 

PR-T300S-U01 

USB ケーブル 

USB2.0 規格認証のインターフェースケーブルです。 

 

 

 

消耗品 
 

形 状 品 名 説 明 

 

用紙 

（ロール紙） 

本プリンターで使用できる用紙です。 

用途に応じた用紙を用意しています。詳しくは「用紙一覧」（10 ペー

ジ）をご覧ください。 

本プリンターは「外巻き」のみ対応しています。 

    
 

 

 

 

 

      【外巻き】 

 

 

 本プリンターは NEC が指定する消耗品を使用時に、印刷品質や性能が最も安定するように設計され

ています。NEC 指定以外の消耗品を使用された場合、プリンター本来の性能を発揮できない場合が

ありますので、消耗品は NEC 指定品のご使用をお勧めします。 

 印刷品質を保つために用紙はなるべく早くお使いください。 

 

印刷面 
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用紙仕様 
 

用紙一覧 

印刷方式 品 名 説 明 

感熱 一般感熱紙 安価な感熱紙です。 

長期保存感熱紙 保存性に優れた用紙です。 
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３ 各部の名前と機能を覚える 
 

外 観 
 

 

前 面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番 号 部品名 機 能 

(1) トップカバー 用紙を取り外すときや、交換、紙詰まりの処理をするときに開閉します。 

(2) カバーオープンレバー トップカバーを開けるときに使用します。 

(3) 操作パネル プリンターの状態を示すランプ，プリンターを操作するスイッチがあります。 

(4) 電源スイッチ プリンターの電源を ON/OFF します。 

(5) ＰＯＷＥＲ（電源）ランプ プリンターの電源の状態を表示するランプです。 

点灯：電源が ON の状態です。 

消灯：電源が OFF の状態です。 

点滅：復旧不可能アラーム状態です。 

(6) ＥＲＲＯＲ（エラー）ランプ エラーが発生したときに点灯・点滅するランプです。 

(7) ＦＥＥＤ（フィード）スイッチ 用紙を送るスイッチです。 

(8) 切欠き部 ケーブルを通すときに切り取る部分です。 

 

(2)カバーオープンレバー 

(1)トップカバー (3)操作パネル 

(8)切欠き部 

(4)電源スイッチ 

(5)ＰＯＷＥＲ(電源)ランプ 

(6)ＥＲＲＯＲ(エラー)ランプ 

(7)ＦＥＥＤ(フィード)スイッチ 
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背 面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜USB モデルの背面＞ 

 

番 号 部品名 機 能 

(1) 電源コネクター接続部 添付の AC アダプターの電源コネクターを接続するところです。 

(2) USB ポート USB（Type B)ケーブルを接続するポートです。 

(3) コネクターカバー 電源ケーブル、インターフェースケーブルを接続するときに開けるカバーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜LAN モデルの背面＞ 

 

番 号 部品名 機 能 

(4) ネットワークポート ネットワークケーブルを接続します（10BASE-T/100BASE-TX）。 

(5) Status LED 通信中に点滅します。 

(6) Link LED（100BASE-TX） 100BASE-TX で接続が確立されると点灯します。 

(7) Link LED（10BASE-T） 10BASE-T で接続が確立されると点灯します。 

 

 

(1)電源コネクター接続部 (2)USB ポート 

(3)コネクターカバー 

(1)電源コネクター接続部 (4)ネットワークポート 

(5)Status LED 

(6)Link LED(100BASE-TX)

(7)Link LED(10BASE-T) 

(3)コネクターカバー 
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印刷機構部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番 号 部品名 機 能 

(1) サーマルヘッド 熱を加えて印刷する部品です。 

(2) カッター（上） 用紙をカットする刃です。 

(3) ペーパーニアエンドセンサー 用紙の残量を感知するセンサーです。 

(4) 用紙センサー 用紙の有無を感知するセンサーです。 

(5) カッター（下） 用紙をカットする刃です。 

(6) プラテン 用紙を送ります。 

(7) ペーパーガイド 用紙を保持する着脱式のガイドです。 

(8) 用紙収納部 用紙を収納する場所です。 

(1)サーマルヘッド 

(6)プラテン 

(2)カッター（上） 

(5)カッター（下） 

(7)ペーパーガイド 

(4)用紙センサー 

(8)用紙収納部 

(3)ペーパーニアエンドセンサー 
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４ 電源コード・AC アダプターを接続する 
 

 

電源コードを接続するときは次のことを守ってください。守らないと火災や感電の原因と

なります。 

 電源コードは電流容量 10 アンペア（A）以上の壁付きコンセントに接続してください。

 本プリンターに添付の AC アダプターと電源コードを使用してください。 

 コンピューター本体の補助コンセントには接続しないでください。 

 延長コードを使った配線はしないでください。 

 電源コードのプラグは根元までしっかりと差し込んでください。 

 電源コードが損傷した場合は、すぐにお買い上げの販売店、または当社指定のサービス

窓口にご相談ください。 

 電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないようにしてください。 

 ぬれた手で電源プラグの抜き差しを行わないでください。 

 電源プラグは年 1 回以上コンセントから抜き、プラグの刃と刃の周辺部分を清掃してく

ださい。 

 長期間使用しないときは電源プラグをコンセントから抜いてください。電源の供給を完

全に停止するためには電源プラグを抜く必要があります。電源スイッチを OFF にしても

電源の供給は停止しません。 

 プリンターから電源コネクターを取り外すときは、電源コネクター部を持って抜いてく

ださい。電源コネクター部を持って抜かないと接続のロックが解除できません。ケーブ

ルを持って引っ張るとコネクター部が破損し、火災や感電のおそれがあります。 

 

 

 

 プラグを差し込む前にプリンターの電源が OFF になっていることを確認してください。 

 電圧低下を避けるため、空調機や電動機器など、大容量の電流を使う系統との電源共用は避けてく

ださい。 

 添付の電源コード、および AC アダプターを他の装置で使用しないでください。 
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AC アダプターの接続 
 

 

 AC アダプターの接続は、装置を縦置きし、操作し易い状態で行ってください。 

 ケーブルを装置背面または左右側面から出す場合は、コネクターカバーまたはカバーの

切欠き部をニッパ等で切り取ってください。切り取らないとケーブルがプリンターにつ

ぶされて故障の原因となります。 

 AC アダプターの接続を行う場合は、作業を行う前にプリンターの電源スイッチを OFF に

し、また電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。 

 
➊ プリンターの電源スイッチが OFF になっていることを確認してください。 

➋ コネクターカバーを上方に開き、AC アダプターの電源コネクター部をプリンターの電源コネクター接続部に接

続します。 

 

 

AC アダプターの電源コネクター部をプリンターの電源コネクター接続部に接続する場合は、確実にプ

リンターの電源が OFF になっていることを確認し、AC アダプターの電源コネクターの向きに十分注意

して接続してください。正しく接続しないと、プリンターが破損する可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

抜け防止のためコネクター挿入は固めになっておりますので、挿入の際は電源コネクター部を摘み、

電源コネクター部を上側にスライドさせながら、カチッとロックするまで挿入してください。 

 

 

 

 

 

 

装置の縦置き状態 
切欠き部 

コネクターカバー 

電源コネクター接続部 電源コネクター部 

カバー 

コネクターカバー 
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➌ AC アダプターと電源コードを接続してください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
➍ 電源コードのプラグをコンセントに差し込んでください。 

 

 

 

 

 

電源コード 

AC アダプター 

コンセント 
電源コード 
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AC アダプターを取り外す場合 
 

➊ 作業を行う前にプリンターの電源スイッチを OFF にしてください。 

 

➋ AC アダプター用電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。 

 

➌ プリンターから AC アダプターの電源コードを抜いてください。 

 

 

AC アダプターの電源コードを外す時は、下図の様に電源コネクター部を持って引っ張ってください。

ロックが外れ、容易に取り外せます。電源コードを無理に引っ張るとコネクター部が破損します。 

 

 

 

電源コネクター部 
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５ 電源を ON にする（OFF にする） 
 

本プリンターは電源 ON 時にサーマルヘッドやメモリーのチェックを行います。 

 

電源の ON/OFF は電源スイッチで行ってください。電源プラグを抜き差しして ON/OFF すると、故障の

原因となります。 

 

 

 

 

電源を ON にする 
 

プリンターの電源スイッチを ON にします。 

「｜」側が ON です。 

 

 

電源が入らなかったり、エラーメッセージが表示した

ときは、５章の「エラー表示が出ているときは」（57

ページ）を参照してください。 

 

 

電源を OFF にする 
 

プリンターの電源スイッチを OFF にします。 

「 」側が OFF です。 

 

 

 

 

用紙の印刷中は電源スイッチを OFF にし

ないでください。紙づまりや故障の原因と

なります。ただし、プリンターから異臭が

したり発煙しているときは、ただちに電源

スイッチを OFF にし、電源プラグをコンセ

ントから抜いてください。 
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６ 用紙をセットする 
 

本プリンターでは感熱ロール紙のみを使用することができます。用紙は NEC 指定の純正品を推奨します。 

用紙の購入および用紙の作成につきましては、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 

 

 

 位置を変更する場合は印刷領域に合わせるためメニューモードを参照し用紙幅の設定を

行ってください。 

 使用途中で大きい幅の用紙から小さい幅の用紙（80mm から 70mm 等）への切り替えは行

わないでください。小さい幅の用紙を使用した場合、サーマルヘッドの一部が紙無し状

態で直接プラテンローラーに触れているため、サーマルヘッドが磨耗し印刷不良をおこ

す可能性があります。また、カッター刃も紙の無い部分で稼働しているため、カッター

刃が磨耗しカット不良をおこす可能性があります。 

 サーマルヘッドは静電気で破損する場合があります。サーマルヘッドには清掃時以外触

れない様にしてください。 

 トップカバーは後方へ全開にしてください。中途半端な状態にしておくと不意に下がり、

けがの原因となるおそれがあります。 

 トップカバーを開けたときプリンター背面とトップカバーの間に指を挟まないように注

意してください。 

 印刷直後は、サーマルヘッドおよびその周辺部に手を触れないでください。火傷の原因

となるおそれがあります。 

 プリンター内の突起部などに手などをぶつけないように注意してください。けがや本体

の破損の原因となるおそれがあります。 

 

 

 

本プリンターは NEC 指定の消耗品を使用した時に印刷品質や性能が最も安定するように設計されて

います。NEC 指定以外の消耗品を使用した場合、プリンター本来の性能を発揮できない場合がありま

すので、用紙は NEC 指定品を使用することを推奨します。 
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ペーパーガイドの取り付け・取り外し 
 

 

ペーパーガイドの使用方法 
 

ペーパーガイドの位置により、各用紙幅の用紙を使用することができます。 

 ペーパーガイドの位置調整により 58mm、60mm、80mm、83mm の幅の用紙を使用することができます。 

 83mm 幅の用紙を使用する時はペーパーガイドを取り外してください。 

 

 

 

ペーパーガイドの取り外し 
 

ペーパーガイドの取り外し方法 

 

➊ ペーパーガイドのＡ部を上方に持ち上げロック爪を外し、後部軸受け部を取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペーパーガイド 

ペーパーガイド 

後部軸受け部ロック爪
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ペーパーガイドの取り付け 
 

ペーパーガイドの取り付け方法 

 

➊ ペーパーガイドの後部軸受け部から取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➋ ペーパーガイドの先端を装置のセット溝に合わせて取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ペーパーガイドをセット溝に取り付ける場合は指の挟み込みに注意してください。 

 カチッとロックするまで押し込みペーパーガイドの上面が水平になっていることを確認してくだ

さい。 

 

後部軸受け部 

水平になります 

 

セット溝 
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➌ 使用するロール紙の幅に合わせ、ペーパーガイドの位置を調整してください。 

 

ペーパーガイドの位置により、58mm、60mm、80mm の幅のロール紙が使用できます。 

ペーパーガイドを取り外すことにより、83mm 幅のロール紙が使用できます。 

 

工場出荷時のペーパーガイドは用紙幅 80mm の位置にセットしてあります。 

 

 

ペーパーガイドの取り付け位置 

 

使用するロール紙の幅に合わせペーパーガイドを、下図を参考に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       ロール紙幅 58mm の場合        ロール紙幅 60mm の場合        ロール紙幅 80mm の場合 

 

 

 

60mm セット溝 80mm セット溝 

ペーパーガイドセット部詳細図 

80ｍｍ 

60ｍｍ 58ｍｍ

58mm セット溝 
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ロール紙のセット 
 

 

 トップカバーの開閉は、途中ロック感がありますが最後まで開けてください。 

途中で止めると急に閉まり指を挟むなどけがをするおそれがあります。 

  ロール紙は、変形がないものを使用してください。下図のようなものを使用すると用紙

詰まりや印刷詰まり等の故障原因になります。 

 

 

 

 

 

  セットしたロール紙に下図のようなたるみがある場合は、たるみを取り除いて使用して

ください。たるんだまま使用しますと用紙詰まり、印刷詰まり、ペーパーニアエンドが

検出できませんので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊ カバーオープンレバーを押しながら上に引き上げてトップカバーを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カバーオープンレバー 

トップカバー 

用紙収納部 
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➋ ペーパーガイドを、ロール紙の幅に合わせてください。（「ペーパーガイドの取り付け」（21 ページ）を参照して

ください。） 

 

➌ 用紙を用紙収納部にセットします。 

 

 

用紙端がテープ止めや糊付けで固定されている用紙を使用する場合は、糊が残っている部分に印刷が

行われませんので残さず一周分程度取り除いてください。またサーマルヘッドに糊等が付着すると印

刷抜け等、悪影響を及ぼす場合がありますので必ず取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➍ ロール紙を図のような向きに印刷面を上にして正しくセットし、紙端をカバー前面より先に出るように引き出し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ロール紙は真っ直ぐにセットしてください。 

 ロール紙を正しくセットしないと用紙詰まりや印刷乱れ等の原因になります。 

 内巻きロール紙は使用できません。 

 

用紙端止めテ－プ 
ロール紙 

糊残り 

カバー前面 
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➎ トップカバーを静かに閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップカバーを閉じる際は、中央付近を押して、カチッと音がするまでしっかり閉めてください。 

ロックが不完全な場合、印刷動作が行われないことがあります。 

 

 

 

トップカバー 
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７ テスト印刷をする 
 

プリンターが正常に動作することを確かめるために、テスト印刷を行います。 

このテスト印刷は５章の「故障かな？と思ったときは」（56 ページ）の処置が済んだ後にも実行することをお勧めしま

す。 

 

テスト印刷に使用する用紙はプリンターに添付のテスト用紙（感熱ロール紙）をご使用ください。 

 

 
➊ プリンターの電源スイッチが OFF になっていることを確認します。 

 

➋ 用紙をセットします。 

 

➌ 操作パネルのＦＥＥＤスイッチを押しながらプリンターの電源スイッチを ON にすると以下の印刷を行います。 

 

 プリンターの印刷が開始するまでＦＥＥＤスイッチを押し続けてください。 

 設定したい項目が行き過ぎてしまった場合は、ＦＥＥＤスイッチを繰返し短く押すことで項目の初め

に戻ります。 

 

 

 

 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 

項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 

メニューモード 

用
紙
送
り
方
向

選択項目
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➍ 「テスト印刷」の項目でＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

テスト印刷を開始し、設定項目および漢字を全て印刷すると自動で停止します。 

 

テスト印刷内容（例） 

Firmware Number LDJC0001
Firmware Version 0.01 
000002  
 
 
電源 ON 通知 送信する 
受信バッファ 4Kバイト 
BUSY 条件 ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 
受信エラー処理 ?印刷 
自動改行 常時無効 
DSR(#6)リセット 無効 
         ・ 
         ・ 
         ・ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト印刷すると、プリンターの設定を印刷後、続けて漢字一覧を印刷しますので必要のない場合は

ＦＥＥＤスイッチを１回押して印刷を終了してください。 

 

 
 
➎ テスト印刷を終了するためにプリンターの電源を OFF にします。 

・
・
・ 
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８ コンピューターに接続する 
 

ここではコンピューターとUSB または LANの各インターフェースへの接続手順を説明します。 

 

 

 あらかじめ、プリンターの電源スイッチが OFF になっていることを確認してください。

 ケーブルを装置背面および左右側面から出す場合は、コネクターカバーまたはカバーの

切欠き部をニッパ等で切り取ってください。切り取らないとケーブルがつぶれて故障の

原因となります。 

 

装置背面のコネクターカバーを上方に開き、インターフェースケーブルを後部のコネクターに接続します。 

接続後コネクターカバーを閉じてください。 

 

インターフェースケーブルの接続 
 

 

USB ケーブルで接続する 
 

 

USB ケーブルはプリンターに添付されていません。ご購入については「オプション」（9 ページ）を

参照して、お買い上げの販売店、または当社指定のサービス窓口までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB ケーブル(Type-B) 

切欠き部 

切欠き部 
 

コネクターカバー  
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LAN ケーブルで接続する 

 

LAN インターフェースでネットワークに接続する場合、電気通信事業法で定められた電気通信事業者

の通信設備（ADSL モデムや CATV など）へ直接接続することは許可されていません。 

 

 

 

100BASE-TX 環境でお使いの場合は、100BASE-TX 対応のイーサネットハブ（HUB）とカテゴリー5以上

のネットワークケーブル、10BASE-T 環境でお使いの場合は、カテゴリー3以上のネットワークケーブ

ルをご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切欠き部 

切欠き部 

LAN ケーブル 

コネクターカバー 
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９ ソフトウェアをインストールする 
 

コンピューターから印刷するには、コンピューターにプリンタードライバーをインストールしてください。 

プリンタードライバーは添付のソフトウェア CD-ROM に収録されています。 

 

添付のソフトウェア CD-ROM には、プリンタードライバーの他に Windows の画面上からプリンターの各種設定や調整を行

える「リモートパネル」、プリンターの状態監視を行う「ステータスモニター」などが収録されています。 

インストール方法や使用方法などそれぞれの詳しい説明については、プリンターソフトウェア CD-ROM に収められている

ソフトウェアマニュアルを参照してください。 

 

 

10 ネットワークの設定をする 
 

LAN 対応モデルを使用する場合は、IP アドレスなどお使いのネットワーク環境に合った設定をします。 

 

ネットワークの設定はプリントサーバーソフトウェア CD-ROM に収められているプリントサーバーソフトウェアマニュ

アルを参照してください。 
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２章 
 用紙の取扱いと印刷 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、本プリンターが使用できる用紙と印刷範囲などについて説明します。 
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使用できる用紙 
 

 

 推奨紙以外を使用した場合は、サーマルヘッド破損、印刷不良などがおこる場合があり

ます。 

 使用環境及び湿度により印刷カスレなどが発生する場合は、印刷速度及び印刷濃度を調

整し使用してください。（「メニューモード」（37 ページ）を参照） 

特に、用紙搬送初めの用紙上端，用紙搬送終了時の用紙下端にバーコードを印刷する場

合は、用紙搬送精度がみだれる場合がありますので注意してください。 

 紙管外径φ18mm に対応します。 

紙管外径φ18mm 以外のロール紙を使用した場合は、ペーパーニアエンドの検出精度が低

下します。 

 用紙の使い終わり時に紙管から用紙が確実に外れるように、紙管と用紙は固定しないで

ください。 

 

本プリンターは、感熱ロール紙（タグ紙）に対応しています。 

 

 

タグ紙とは、カッターで任意の長さにカットして使用できる用紙です。 

 

 

以下の場合は、プリンタードライバーで用紙を選択してから、ご使用ください。 

 

(1) はじめてタグ紙を使用する場合 

(2) 異なる用紙サイズの用紙に変更する場合 

 

プリンタードライバーによるユーザー定義用紙作成の方法については、添付のソフトウェア CD-ROM に収められている 

ソフトウェアマニュアルの「ユーザー定義用紙を登録する」を参照してください。 
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印刷可能範囲／用紙サイズ 

 

タグ紙 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号 項 目 仕様 

Ａ 用紙ピッチ 25.4～2039.9mm 

Ｂ タグ幅 58、60、80、83mm 

Ｃ 最大印刷幅 80mm ※ 

Ｄ 左端余白 0mm 以上 

Ｅ 右端余白 1mm 以上 

Ｈ 有効印刷長 25.4～2039.9mm 

Ｉ 上余白 4.5、11.5mm 

Ｐ 下余白 4.5mm 

－ 用紙厚さ 60～150μm 

－ 最大ロール径 φ102mm 

－ ラベル巻き 外巻き 

※最大印刷範囲は、右端 1mm の位置から 80mm です。右端から 81mm を越えた部分は印刷できません。用紙幅 83mm

で右端余白を 1mm とした場合、左端 2mm は印刷できません。 
 

印刷幅と余白について 

Ｂ タグ幅 Ｃ 印刷幅 Ｄ 左端余白 Ｅ 右端余白 

83mm（53 桁） 80mm 2mm 1mm 

80mm（48 桁） 72mm 4mm 4mm 

80mm（42 桁） 64mm 8mm 8mm 

60mm（36 桁） 54.5mm 2.5mm 3mm 

58mm（35 桁） 52.5mm 2.5mm 3mm 

58mm（32 桁） 48mm 5mm 5mm 

C+D+E＝B 以外の物理的に整合性のない設定はエラーとなります。 

Ｐ

Ｉ

用紙送り方向

裏 

Ａ

Ｃ
Ｂ

Ｈ

表 

Ｄ Ｅ

装置 装置 
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紙管に関する注意 
 

タグ紙は以下の紙管を用いた用紙を使用してください。 

用紙厚さ：90～150μm 

 内径（Ａ）:φ25.4mm 

 外径（Ｂ）:φ32mm ※ 

  用紙厚さ：60～90μm 

 内径（Ａ）:φ12mm 

 外径（Ｂ）:φ18mm 

※ペーパーニアエンド検出機能は使用できません。 

 

 

 

 

用紙の交換について 
 

新しい用紙に交換する場合には、以下の手順にて行ってください。 

 

➊ 電源が ON のままトップカバーを開けます。 

 

➋ お使いになる用紙をプリンターにセットします。 

 

➌ トップカバーを閉じます。 

 

➍ プリンタードライバーでセットした用紙に合った用紙設定を選択します。 

 

 

用紙が変更された場合は、用紙の種類に合せてプリンタードライバーの用紙の設定を変更してくださ

い。 

 

 

 

紙管 

Ｂ Ａ
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３章 
 操作部とプリンターの 
 設定 
 

 

 

 

 

この章では、操作部とプリンターの設定について説明しています。操作部には 1個のスイッチと 2 個のランプがありま

す。操作部の上部外観と名称は以下のとおりです。 

 

 

ＰＯＷＥＲランプ 

ＦＥＥＤスイッチ 

ＥＲＲＯＲランプ 
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 スイッチ 
 

操作部には１個のスイッチがあります。スイッチの機能は下表のとおりです。 

 

名 称 機 能 

ＦＥＥＤスイッチ  スイッチは押したときに有効になります。 

 1 回押すと、1文字分相当の改行を行います。押したままの状態を保持すると、連続改行を行います。

 

 

 ランプ 
 

操作部には 2 個のランプがあります。これらのランプは点灯、点滅、または消灯することでプリンターの状態を知らせ

ます。 

 

操作パネル 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＲＲＯＲ 点灯 エラー表示がでているときは（57 ページ）参照 

点滅 エラー表示がでているときは（57 ページ）参照 

消灯 エラーなし 

ＰＯＷＥＲ 点灯 電源が ON 

点滅 復帰不可能エラー 

消灯 電源が OFF 

 

 

ＦＥＥＤスイッチ 

1 回押すと、1 文字分相当の改行を行い

ます。押したままの状態を保持すると、

連続改行を行います。 

ＰＯＷＥＲランプ(緑色) 

電源スイッチが ON され、プリンターに電源

が供給されると点灯します。 

ＥＲＲＯＲランプ(橙色) 

点灯、点滅によりエラーを表示します。 
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 メニューモード 
 

 

メニューモードを印刷する場合は、φ50mm 以下のロール紙を使用することを推奨します。

 

メニューモードでは、プリンターの操作パネル上のスイッチを使ってプリンターのさまざまな設定を変更することが 

できます。 

メニューモードで変更した設定内容はプリンターの電源を OFF にしても変わりません。 

 

メニューモードの操作方法 
 

本説明はパソコンを使用せず、プリンター単体で内部設定の変更を行う方法について説明します。 

また本プリンターを Windows パソコンに接続して使用する場合は、添付ソフトウェア CD-ROM に収められているリモート

パネルを使用すると簡単に設定の変更が出来ます。 

リモートパネルのインストールと起動については、ソフトウェアマニュアルの「リモートパネル」を参照してください。 

詳細な機能およびご使用方法については、ソフトウェアマニュアルを参照してください。 

 

 ＦＥＥＤスイッチの操作だけで設定項目、設定内容を変更できます。 

ＦＥＥＤスイッチを押している時間で動作が決定します。 

項目の選択：ＦＥＥＤスイッチを短く（1秒以内）押します。 

項目の決定：ＦＥＥＤスイッチを長く（1秒以上）押します。 

 

本書では、代表的な以下の設定変更方法について詳細を説明しています。 

 

設定例① 印刷濃度、ペーパーニアエンド検出の設定を変更する。 

設定例② プリンターの設定を初期化する。 
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設定例①  印刷濃度、ペーパーニアエンド検出の設定を変更する。 

 
・印刷濃度を「100％」から「130％」に変更する 

・ペーパーニアエンド検出を「有効」から「無効」に変更する 

 

設定は以下の手順で行います。 

 

➊ 設定を開始する前にプリンターの状態を確認しま

す。 

(1) 電源が OFF 状態であること。 

(2) 用紙がセットされていること。 

(3) カバーが閉まっていること。 

 

➋ メニューモードに入ります。 

トップカバーの左側にあるＦＥＥＤスイッチを押しな

がら右側面にある電源スイッチを ON にします。 

 

 プリンターの印刷が開始するまで 

ＦＥＥＤスイッチを押し続けてください。 

 設定したい項目が行き過ぎてしまった

場合は、ＦＥＥＤスイッチを繰返し短く押

すことで項目の初めに戻ります。 

 

 

メニューモードに入ると以下の印刷を行います。 

 

 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 

項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 

メニューモード 

用
紙

送
り

方
向

選択項目 

 

 

 

➌ 「セットアップ」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 2回押して、「セットアップ」

を選択します。 

 

セットアップ 

 
ＨＥＸダンプ 

 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 
項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 
メニューモード 

用
紙

送
り

方
向

選択項目

 
 

➍ ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

 

設定 

終了 
初期化 
設定印刷 
設定 

 
項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 
セットアップモード 

用
紙
送
り
方
向

選択項目
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➎ 「設定」を選択します。 

このまま、ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

メモリスイッチ 

セットアップメニューに戻る 
その他 
シリアルインターフェースの通信条件 
カスタマイズバリュー 
メモリスイッチ 

用
紙
送

り
方
向

 

選択項目

 

➏ 「カスタマイズバリュー」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 1回押して、「カスタマイズバ

リュー」を選択します。 

 

 

カスタマイズバリュー 

 

メモリスイッチ 

セットアップメニューに戻る 
その他 
シリアルインターフェースの通信条件 
カスタマイズバリュー 
メモリスイッチ 

用
紙
送

り
方
向

選択項目

 

 

➐ ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

ユーザ NVメモリ 

セットアップメニューに戻る 
上に戻る 
低消費電力 
印刷速度 
2 色時の黒濃度 
印刷濃度 
印刷色 
用紙幅 
グラフィックメモリ 
ユーザ NVメモリ 

用
紙
送
り
方
向

選択項目

 

 

➑ 「印刷濃度」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 4回押して、「印刷濃度」を選

択します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

印刷濃度

 
印刷色 

 
用紙幅 

 
グラフィックメモリ 

 

ユーザ NVメモリ 

セットアップメニューに戻る 
上に戻る 
低消費電力 
印刷速度 
2 色時の黒濃度 
印刷濃度 
印刷色 
用紙幅 
グラフィックメモリ 
ユーザ NVメモリ 

用
紙
送
り
方
向
 

選択項目

 
 

➒ ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

印刷濃度 100% 

印刷濃度 130% 
印刷濃度 125% 
印刷濃度 120% 
印刷濃度 115% 
印刷濃度 110% 
印刷濃度 105% 
印刷濃度 100% 
印刷濃度 95% 
印刷濃度 90% 
印刷濃度 85% 
印刷濃度 80% 
印刷濃度 75% 
印刷濃度 70% 

 

用
紙
送
り
方
向

 

選択項目
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➓ 「130％」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 6 回押して、「130％」を選択

します。 

印刷濃度 130%

 
印刷濃度 125% 

 
印刷濃度 120% 

 
印刷濃度 115% 

 
印刷濃度 110% 

 
印刷濃度 105% 

 

印刷濃度 100% 

印刷濃度 130% 
印刷濃度 125% 
印刷濃度 120% 
印刷濃度 115% 
印刷濃度 110% 
印刷濃度 105% 
印刷濃度 100% 
印刷濃度 95% 
印刷濃度 90% 
印刷濃度 85% 
印刷濃度 80% 
印刷濃度 75% 
印刷濃度 70% 

 

用
紙
送
り
方
向
 

選択項目

 

 

●11  ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

これで、印刷濃度の変更は終わりました。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

上に戻る 

セットアップメニューに戻る 
上に戻る 
低消費電力 
印刷速度 
2 色時の黒濃度 
印刷濃度 
印刷色 
用紙幅 
グラフィックメモリ 
ユーザ NVメモリ 
 

用
紙

送
り
方

向

選択項目

 

 

●12  「上に戻る」を選択します。 

このまま、ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

セットアップメニューに戻る 

セットアップメニューに戻る 
その他 
シリアルインターフェースの通信条件 
カスタマイズバリュー 
メモリスイッチ 

用
紙
送

り
方
向
 

選択項目

 

 

 
●13  「その他」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 4回押し、「その他」を選択し

ます。 

その他

 
シリアルインターフェースの通信条件 

 
カスタマイズバリュー 

 
メモリスイッチ 

 

セットアップメニューに戻る 

セットアップメニューに戻る 
その他 
シリアルインターフェースの通信条件 
カスタマイズバリュー 
メモリスイッチ 

用
紙
送
り
方
向

選択項目

 

 

●14  ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

ACK パルス幅 

セットアップメニューに戻る 
上に戻る 
ブザー 
印刷 MODE(OTHER IF) 
印刷 MODE(COM IF) 
フォント B 
PNE検出 
プロセス ID 
エラー復帰 
シリアル番号 
ACKパルス幅 

 

用
紙

送
り

方
向

選択項目
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●15  「PNE 検出」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 4回押し、「PNE 検出」を選択

します。 

PNE 検出 

 
プロセス ID 

 
エラー復帰 

 
シリアル番号 

 

ACK パルス幅 

セットアップメニューに戻る 
上に戻る 
ブザー 
印刷 MODE(OTHER IF) 
印刷 MODE(COM IF) 
フォント B 
PNE検出 
プロセス ID 
エラー復帰 
シリアル番号 
ACKパルス幅 

 

用
紙

送
り
方

向
 

選択項目

 

 

●16  ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

PNE 検出 有効 

PNE 検出 無効 
PNE 検出 有効 

 

 

用
紙
送
り
方
向

選択項目

 

 

●17  「無効」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く押して、「無効」を選択します。 

PNE 検出 無効

 

PNE 検出 有効 

PNE 検出 無効 
PNE 検出 有効 

 

 

用
紙

送
り
方

向

選択項目 

 

 

●18  ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

これで、PNE 検出の変更は終わりました。 

このとき、以下の印刷を行います。 

上に戻る 

セットアップメニューに戻る 
上に戻る 
ブザー 
印刷 MODE(OTHER IF) 
印刷 MODE(COM IF) 
フォント B 
PNE 検出 
プロセス ID 
エラー復帰 
シリアル番号 
ACK パルス幅 

 

用
紙

送
り
方
向
 

選択項目

 

 
●19  「上に戻る」を選択します。 

このまま、ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

セットアップメニューに戻る 

セットアップメニューに戻る 
その他 
シリアルインターフェースの通信条件 
カスタマイズバリュー 
メモリスイッチ 

 

 

用
紙

送
り

方
向

選択項目

 
 
●20  「セットアップメニューに戻る」を選択します。 

このまま、ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

設定 

終了 
初期化 
設定印刷 
設定 

用
紙

送
り

方
向

選択項目
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●21 「終了」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 3回押して、「終了」を選択し

ます。 

終了 

 
初期化 

 
設定印刷 

 

設定 

終了 
初期化 
設定印刷 
設定 
 

用
紙
送
り
方

向
 

選択項目

 

 

●22  ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

「終了」選択後に用紙のカットを行いセットアップ

モードが終了します。 

 

「終了」を選択せずにプリンターの電源ス

イッチを OFF にした場合、設定は記録され

ません。 

 

 

●設定の確認方法 

設定の確認は１章の「７ テスト印刷をする」（26 ペー

ジ）を参照しテスト印刷を行います。 

テスト印刷では、プリンターの設定一覧印刷を行いま

すので、設定一覧にて設定内容の確認を行います。 
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設定例②  プリンターの設定を初期化する。 
 

初期化について 

メニューモードで設定した項目を工場出荷時の値にします。 

ただし、用紙幅設定は保持され初期化されません。 

 

初期化は以下の手順で行います。 

 

➊ 設定を開始する前にプリンターの状態を確認しま

す。 

(1) 電源が OFF 状態であること。 

(2) 用紙がセットされていること。 

(3) カバーが閉まっていること。 

 

➋ メニューモードに入ります。 

トップカバーの左側にあるＦＥＥＤスイッチを押しな

がら右側面にある電源スイッチを ON にします。 

 

 プリンターの印刷が開始するまで 

ＦＥＥＤスイッチを押し続けてください。 

 設定したい項目が行き過ぎてしまった

場合は、ＦＥＥＤスイッチを繰返し短く押

すことで項目の初めに戻ります。 

 

 

メニューモードに入ると以下の印刷を行います。 

 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 

項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 

メニューモード 

用
紙

送
り

方
向

選択項目 

 

 

➌ 「セットアップ」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 2回押して、「セットアップ」

を選択します。 

 

セットアップ 

 
ＨＥＸダンプ 

 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 
項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 
メニューモード 

用
紙

送
り

方
向

選択項目

 

 

➍ ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

 

設定 

終了 
初期化 
設定印刷 
設定 

 
項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 
セットアップモード 

用
紙
送
り
方
向

選択項目
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➎ 「初期化」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 2回押して、「初期化」を選択

します。 

初期化 

 
設定印刷 

 

設定 

終了 
初期化 
設定印刷 
設定 

 
項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 
セットアップモード 

用
紙

送
り

方
向
 

選択項目

 

 

➏ ＦＥＥＤスイッチを長く押して決定します。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

設定 

終了 
初期化 
設定印刷 
設定 

 

 
初期化完了 

 

用
紙
送
り
方
向

選択項目

 

 

 

➐ プリンターの電源を OFF にします。 

 

●設定の確認方法 

設定の確認は１章の「７ テスト印刷をする」（26 ペー

ジ）を参照しテスト印刷を行います。 

テスト印刷では、プリンターの設定一覧印刷を行いま

すので、設定一覧にて設定内容の確認を行います。 
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メニューツリー 
 

メニューモードを図式的に表したメニューツリーを示します（グレー部分は出荷時の設定値です）。 

 

 

 

上に戻る：ひとつ上のメニューに戻ります 

トップに戻る：セットアップメニューに戻ります 
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メニューモードの機能 

メニュー構成(詳細設定項目の太字は出荷時の設定です） 

メニュー名 機 能 詳細設定項目 

テスト印刷 ファームウェアナンバーや用紙設定、メモリスイッチなどの

設定内容を印刷します。 
－ 

ＨＥＸダンプ 受信したデータを HEX 形式で印刷します。 － 

電源 ON 通知 電源 ON 通知の指定をします。 送信する 

送信しない 

受信バッファ 受信バッファサイズを指定します。 45 ﾊﾞｲﾄ 

4K ﾊﾞｲﾄ 

BUSY 条件 プリンターBUSY（データ受信不可）条件を指定します。 ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 

ｵﾌﾗｲﾝ/ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 

受信エラー処理 受信エラーが発生したときの処理を指定します。 無視 

? 印刷 

自動改行 CR コードによる自動改行の指定をします。 

(USB インターフェースのみ有効) 

常時有効 

常時無効 

DSR（＃6）リセット DSR（#6）信号によるハードウェアリセットの「有効」/「無

効」を指定します。 

(RS-232C インターフェースのみ有効) 

有効 

無効 

INIT(#25)リセット INIT(#25)信号によるハードウェアリセットの「有効」/「無

効」を指定します。 

(RS-232C インターフェースのみ有効) 

有効 

無効 

INIT(#31)リセット INIT(#31)信号によるハードウェアリセットの「有効」/「無

効」を指定します。 

(パラレルインターフェースのみ有効) 

有効 

無効 

カバーオープン 印刷中のカバーオープンエラーの復帰方法を指定します。 自動復帰エラー 

復帰可能エラー 

ユーザーNV メモリ ユーザーが任意のデータを保持する領域のサイズを指定し

ます。 

1K ﾊﾞｲﾄ     64K ﾊﾞｲﾄ 

128K ﾊﾞｲﾄ  192K ﾊﾞｲﾄ 

グラフィックメモリ グラフィックイメージまたは NV ビットイメージの登録領域

のサイズを指定します。 

なし 

64K ﾊﾞｲﾄ    128K ﾊﾞｲﾄ 

192K ﾊﾞｲﾄ   256K ﾊﾞｲﾄ 

320K ﾊﾞｲﾄ   384K ﾊﾞｲﾄ 

用紙幅 用紙の幅を指定します。 

 

83mm/53 桁 

80mm/48 桁 

80mm/42 桁 

60mm/36 桁 

58mm/35 桁 

58mm/32 桁 

印刷色 印刷色を指定します。 

本設定を「2色」に指定しないと色指定コマンドは無効となります。

単色 

2 色 

印刷濃度 印刷濃度を指定します。2 色印刷の場合は黒以外（赤または

青）の濃度指定となります。 

本設定を変更すると、2色時の黒濃度も変わりますので、再調整が

必要なときは、［ 2色時の黒濃度]で設定を変更してください。 

70%  75%  80%  85% 90%  95%  100%  

105% 110% 115% 120% 125% 130% 

 

※  70%は薄い、130%は濃い 

2 色時の黒濃度 黒の濃度を指定します。 

（[印刷色]で「2 色」を設定した場合のみ有効） 

70%  75%  80%  85% 90%  95%  100%  

105% 110% 115% 120% 125% 130% 

※  70%は薄い、130%は濃い 

印刷速度 最大の印刷速度を指定します。 

「9」が最も高速です。 

  1:100mm/S 2:120mm/S 

  3:140mm/S 4:160mm/S 

  5:180mm/S 6:200mm/S 

  7:220mm/S 8:240mm/S 

  9:260mm/S 

低消費電力 消費電力の低減を設定します。 

「モード 1」、「モード 2」を選択すると印刷品質および印

刷速度が低下する場合があります。 

標準 

モード 1 

モード 2 

ボーレート RS-232Cインターフェース使用時のボーレートを指定します。 2400BPS      4800BPS 

9600BPS     19200BPS 

38400BPS    57600BPS 

115200BPS 
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メニュー名 機 能 詳細設定項目 

フォーマット RS-232C インターフェース使用時のデータフォーマットを指

定します。 

7EVEN1 / 7ODD1 

8NONE1 / 8EVEN1 

8ODD1 

プロトコル RS-232C インターフェース使用時のバッファ制御プロトコル

を指定します。 

XON/XOFF 

DSR/DTR 

ACK パルス幅 パラレルインターフェース使用時のACKパルス幅を指定しま

す。 

1μs 

8μs 

シリアル番号 USB 時の iSerial Number 通知を指定します。 

「無効」を指定すると、“0”を iSerial Number として通知しま

す。「有効」を指定すると、製造シリアル番号を iSerial Number

として個別の装置として認識されるようになります。通常は「無

効」を指定してください。 

無効 

有効 

エラー復帰 電源 ON 時およびエラー復帰時の動作を指定します。 

「自動」は Windows ドライバーで使用時、 

「コマンド」は OPOS ドライバーで使用時に設定します。 

自動 

コマンド 

プロセス ID プロセス ID の応答のタイミングを指定します。 

「標準」は印刷完了でプロセス ID を応答します。 

「高速」はデータ受信の完了でプロセス ID を応答します。

標準 

高速 

PNE 検出 ペーパーニアエンド検出の有無を指定します。 有効 

無効 

フォントＢ フォント Bのモードを指定します。 モード１ 

モード２ 

印刷 MODE 

(COM IF) 

RS-232C インターフェースにおける一括印刷または逐次印刷

を指定します。 

「一括印刷」：受信データを一括に印刷します。 

(印刷品質優先) 

「逐次印刷」：受信データを逐次に印刷します。 

(印刷速度優先) 

逐次 

一括 

 

印刷 MODE 

(OTHER IF) 

USB、パラレル、LAN インターフェースにおける一括印刷また

は逐次印刷を指定します。 

「一括印刷」：受信データを一括に印刷します。 

(印刷品質優先) 

「逐次印刷」：受信データを逐次に印刷します。 

(印刷速度優先) 

逐次 

一括 

 

ブザー エラー発生時のブザー鳴動を指定します。 

「無効」設定時でもコマンドによる鳴動は有効です。 

無効 

有効 

終了 設定をフラッシュメモリに記憶します。用紙のカットを行い

通常モードに移行します。 
－ 

初期化 設定を全て工場出荷時の値にします。ただし、用紙幅設定は

初期化されません。 
－ 

プラテン清掃 プラテンの清掃方法を印刷し、プラテンを回転させながら清掃を

行います。 

ＦＥＥＤスイッチでプラテンローラーが 30 ステップ(3.75mm)

回転します。 

－ 

カッタ清掃 カッター清掃方法を印刷し、カッターを上下させながら清掃

を行います。 

ＦＥＥＤスイッチでカッターモーターが微少駆動します。 

－ 

上に戻る 設定グループ項目の選択モードに戻ります。 － 

セットアップメニューに戻る セットアップメニューモードに戻ります。 － 
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 ４章 
 日常の保守 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、日常の保守としてプリンターの清掃について説明します。清掃はプリンターを正しく動作させるために定期

的に行うことをお勧めします。 
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清 掃 
 

紙粉やほこり等により、印刷した文字が部分的に出なくなることがあります。これらを予防除去するために、用紙走行

部,プラテンローラー，サーマルヘッド表面に付着した紙粉やほこりを取り除いてください。清掃は 6カ月に 1 度を目安

に行ってください。 

 

 

水を直接かけたり、多量に水分を含んだ布で清掃しないでください。内部に水が入ると、

火災・感電のおそれがあります。 

 

 

 電源スイッチを OFF にし、電源プラグをコンセントから抜いてください。電源が ON 状態

で清掃すると、火災・感電の原因となるおそれがあります。 

 シンナーやベンジンなどの薬品類で拭かないでください。火災の原因となるおそれがあ

ります。 

 トップカバーは後方へ全開にしてください。中途半端な状態にしておくと不意に下がり、

けがの原因となるおそれがあります。 

 印刷直後は、サーマルヘッドおよびその周辺部に手を触れないでください。火傷の原因

となるおそれがあります。 

 無水エタノールまたはイソプロピルアルコール以外の溶剤は使用しないでください。 

 

 

用紙収納部、用紙走行部を清掃する 
 

➊ 電源スイッチを OFF にし、電源プラグをコンセント

から抜きます。 

 

➋ カバーオープンレバーを押しながら上に引き上げ

てトップカバーを開きます。 

 

➌ 用紙収納部，用紙走行部に付着したごみ，ほこり，

紙粉，糊等をやわらかい布等で拭き取ります。 

 

 

 

 

 

用紙収納部 用紙走行部 
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プラテンローラーを清掃する 
 

 

 

 プラテンローラーに傷・ヘコミを付けないでください。 

プラテンローラーにヘコミがあると印刷抜け、改行不良の原因になります。 

 ＦＥＥＤスイッチを 12 回押すことでプラテンが１周します。 

 

➊ 電源スイッチを OFF にし、用紙をセットした状態で

操作パネルのＦＥＥＤスイッチを押しながら電源ス

イッチを ON にすると以下の印刷を行います。 

 

 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 

項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 

メニューモード 

用
紙

送
り

方
向

選択項目 

 

 

➋ 項目の選択で、「プラテン清掃」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 3回押し、「プラテン清掃」

の項目まで移動します。 
 

 
プラテン清掃 

セットアップ 

ＨＥＸダンプ 

テスト印刷 

終了 
カッター清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 

項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 

メニューモード 

選択項目 

用
紙
送
り
方
向

 

➌ ＦＥＥＤスイッチを長く 1 回押して決定します。 

プラテン清掃モードとなります。 

このとき、以下の印刷をして用紙をカットします。 

 

プラテン清掃モード中

 

1.トップカバーを開けて、ロール紙を取り 

除いてください 

 

2.プラテン清掃は、ＦＥＥＤスイッチを押 

下しプラテンを清掃しやすい位置まで回 
転させて行ってください。 

 

3.清掃が完了しましたら、ロール用紙をセッ 

トしトップカバーを閉じてください。 

用
紙
送
り

方
向

 

 

➍ トップカバーを開けて、用紙を取り除きます。 

 

➎ ＦＥＥＤスイッチを押して、プラテンを汚れていると

ころまで回転させて、プラテンローラーの表面に付

着した紙粉、糊等をやわらかい布で拭き取ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➏ 清掃が完了しましたら、用紙をセットしトップカバ

ーを閉じます。 

 

プラテンローラ
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サーマルヘッドを清掃する 
 

 

 

 サーマルヘッドは破損しやすい部品です。清掃の際はやわらかい布で、傷をつけないよ

うに注意して清掃してください。 

 印刷動作直後はサーマルヘッドが高温になっているため、10 分程経ってから清掃を行っ

てください。 

 サーマルヘッドは静電気により破損する場合があるため、静電気には十分注意してくだ

さい。 

 電源はアルコールが完全に乾いた後で投入してください。 

 無水エタノールまたはイソプロピルアルコール以外の溶剤は使用しないでください。 

 

➊ プリンターの電源スイッチを一度 OFF にし、電源プ

ラグをコンセントから抜きます。 

 

➋ カバーオープンレバーを押しながら上に引き上げ

てトップカバーを開きます。 

 

➌ サーマルヘッド表面に付着した黒色状の紙粉等は

アルコール系溶剤を使用して拭き取ります。 

 

 
 

 
サーマルヘッド 
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カッターを清掃する 
 

 

 

 カッターの刃先は一般的なカッターナイフに比べて鋭利ではありませんが手や指を押し

付けて擦ると危険です。清掃される際には十分にご注意ください。 

 カッターナイフの取扱には十分注意してください。カッター（下）のエッジを傷付けな

いように注意してください。またプラテンローラーには傷・ヘコミを付けないでくださ

い。プラテンにヘコミがあると印刷抜け、改行不良の原因になります。 

 カッター清掃モード中はカッター（下）が飛び出した状態であるため十分に注意してく

ださい。また、清掃が完了しましたら用紙をセットしトップカバーを閉じてください。

 

清掃準備 

・カッターナイフ 

 

 

カッター（下）の清掃手順 

 

➊ プリンターの電源スイッチを一度 OFF にし、用紙を

セットした状態で操作パネルのＦＥＥＤスイッチを

押しながらプリンターの電源スイッチを ON にしま

す。 

このとき、以下の印刷を行います。 

 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 

項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 

メニューモード 

用
紙

送
り

方
向

選択項目 

 

➋ 項目の選択で、「カッタ清掃」を選択します。 

ＦＥＥＤスイッチを短く 4回押し、「カッタ清掃」の

項目まで移動します。 

 
カッタ清掃 

プラテン清掃 

セットアップ 

ＨＥＸダンプ 

テスト印刷 

終了 
カッタ清掃 
プラテン清掃 
セットアップ 
ＨＥＸダンプ 
テスト印刷 

 

項目選択：ＦＥＥＤスイッチを短く押す 
項目決定：ＦＥＥＤスイッチを長く押す 
 

メニューモード 

選択項目

用
紙
送
り
方
向
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➌ ＦＥＥＤスイッチを長く 1 回押して決定します。 

「カッタ清掃モード」となります。 

このとき、以下の印刷をして用紙をカットします。 

 

カッタ清掃モード中 

 

1.トップカバーを開けて、ロール紙を取り

除いて下さい 

 

2.カッタ清掃は、ＦＥＥＤスイッチを押下

しカッタ位置を清掃しやすい位置まで移

動させて行ってください。 

 

3.清掃が完了しましたら、ロール紙をセッ
トしトップカバーを閉じて下さい 

用
紙
送
り

方
向
 

 

 
➍ トップカバーを開けて、用紙を取り除きます。 

 

➎ ＦＥＥＤスイッチを押しカッター（下）を清掃しやす

い位置まで移動させて、清掃します。 

カッター（下）の内側面とエッジに堆積した粘着物

をカッターナイフなどで取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➏ カッター（下）と用紙排出口に残った粘着剤をやわ

らかい布などで拭き取ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
➐ 清掃が完了しましたら、用紙をセットしトップカバ

ーを閉じます。 

 

カッター（下） 

カッター（下） 

用紙排出口 
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カッター（上）の清掃手順 

 

➊ カッター（上）の表面とエッジに堆積した粘着物を

カッターナイフなどで取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➋ カッター（上）に残った粘着剤をやわらかい布など

で拭き取ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➌ 清掃が完了しましたら、用紙をセットしトップカバ

ーを閉じます。 

 

 

 

 

 

カッター（上）

カッター（上） 
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 ５章 
 故障かな？と思ったときは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、プリンターにエラーが発生した場合の対処方法について説明します。 

 

操作部の ERROR（エラー）ランプが点灯しているときは、この後の「エラー表示が出ているときは」（57 ページ）の表を

ご覧になりながら、処置してください。エラー表示が出ていないときは、「エラー表示が出ていないのにおかしいときは」

（58 ページ）の表をご覧になりながら処置してください。 

 

処置が終わりましたら、必要に応じて、1 章の「７ テスト印刷をする」（26 ページ）に従ってプリンターが正しく動作

することを確認してください。表に記載された処置を行ってもプリンターが回復しない場合は、お買い上げの販売店、

または当社指定のサービス窓口にご相談ください。 
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エラー表示が出ているときは 
 

プリンターに何らかのエラーが発生して印刷できない状態になった場合は、主なエラーであればランプの表示からその

原因を知ることができます。 

 

本プリンターのエラー表示とその意味、および処置方法は次の表のとおりです。処置を行っても回復しない場合はプリ

ンターの故障が考えられます。お買い上げの販売店、または当社指定のサービス窓口にご相談ください。 

 

なお、リモートパネルでブザー設定を有効にしている場合はブザーが「ピッピッピッピー」と 4回鳴ります。 

 

復帰可能エラー発生時 

エラー状態 ランプ 点滅パターン 処 置 

紙なし 

ペーパーエンド 

ＰＯＷＥＲ(◎) 点灯 用紙を補給してカバーを閉じます。 

ＥＲＲＯＲ(●) 点灯 

カバーオープン検出時 ＰＯＷＥＲ(◎) 点灯 カバーを閉じます。 

ＥＲＲＯＲ(●) 点灯 

ヘッドホット※ ＰＯＷＥＲ(◎) 点灯 温度が下がると自動的に印刷を再開し

ます。 ＥＲＲＯＲ(●) 点灯 

※サーマルヘッドの高温状態による印刷中断時 

エラー状態 ランプ 点滅パターン 処 置 

ペーパーニアエンド ＰＯＷＥＲ(◎) 点灯 用紙を補給してカバーを閉じます。 

ＥＲＲＯＲ(●) ●  ●――――●  ●―――― 

２秒程度、点灯・消灯の繰り返し 

 

 

復帰不可能エラー発生時 

エラー状態 ランプ 点滅パターン 処 置 

内部エラー ＰＯＷＥＲ(◎) ――◎―◎― 

お買い上げの販売店、または当社

指定のサービス窓口にご相談くだ

さい。 

ＥＲＲＯＲ(●) ●――――― 

 ◎ランプ 2回点滅と●ランプ１回点滅の繰返し

ヘッド未搭載 ＰＯＷＥＲ(◎) ――◎―◎―◎― 

ＥＲＲＯＲ(●) ●――――――― 

 ◎ランプ 3回点滅と●ランプ１回点滅の繰返し

低電圧 ＰＯＷＥＲ(◎) ――◎―◎―◎―◎― 

ＥＲＲＯＲ(●) ●―――――――― 

 ◎ランプ 4回点滅と●ランプ１回点滅の繰返し

過電圧 ＰＯＷＥＲ(◎) ――◎―◎―◎―◎―◎― 

ＥＲＲＯＲ(●) ●―――――――――― 

 ◎ランプ 5回点滅と●ランプ 1回点滅の繰返し

カッター異常 ＰＯＷＥＲ(◎) ――◎―◎―◎―◎―◎―◎― 

ＥＲＲＯＲ(●) ●――――――――――――― 

 ◎ランプ 6回点滅と●ランプ１回点滅の繰返し

ＬＦモータ異常 ＰＯＷＥＲ(◎) ――◎―◎―◎―◎―◎―◎―◎― 

ＥＲＲＯＲ(●) ●――――――――――――――― 

 ◎ランプ 7回点滅と●ランプ１回点滅の繰返し
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エラー表示が出ていないのにおかしいときは 
 

エラー表示が出ていないのに、プリンターが思うように動作しなかったり印刷の状態が良くなかったりしたときは、次

の表でプリンターの症状に当てはまる項目を探し、確認作業を行ったうえでそれぞれの処置方法に従ってください。 

 

電源投入時およびエラー関連 
 

現 象 原 因 処 置 

電源を投入しても操作パネルのＰＯ

ＷＥＲランプが点灯しないでプリン

ターも動作しない。 

電源コードが外れている。 

 

電源コードを接続してください。 

※「電源コード・AC アダプターを接続する」(14 ペー

ジ)を参照 

ACアダプターのコネクターが外れている。 AC アダプターのコネクターを接続してください。 

※「電源コード・AC アダプターを接続する」(14 ペー

ジ)を参照 

 

 

 

カッター関連 
 

現 象 原 因 処 置 

用紙が切れない。 カッターが傷ついている、または摩耗し

て寿命に達している。 

電源を OFF にして、お買い上げの販売店、または当社指

定のサービス窓口にご相談ください。 

カッター周囲，スライド部周囲に用紙ま

たは異物が混入している。 

用紙紙片，異物を取り除いてください。 

ラベル紙を使用していて、糊がカッター

に付着している。 

カッターを清掃して糊を取り除いてください。 

※「カッターを清掃する」（53 ページ）参照 

カッターが所定の位置に戻らない。 カッター周囲、スライド部周囲に用紙又

は異物が混入している。 

用紙紙片、異物を取り除いてください。 

 

 

 

用紙搬送関連 
 

現 象 原 因 処 置 

用紙が排出されない。 用紙排出口に糊が付着している。 用紙排出口を清掃し、糊を取り除いてください。 
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印刷関連 
 

現 象 原 因 処 置 

印刷しない。 インターフェースケーブルが抜けてい

る。 

インターフェースケーブルを正しく接続してくださ

い。 

インターフェースケーブルが断線して

いる。 

インターフェースケーブルを交換してください。 

プリンターのセットアップの設定が間

違っている 

正しく設定を行ってください。 

   例）ボーレートが合っていない 

※メニューモードの“シリアルインターフェースの

通信条件”参照（37 ページ） 

OPOS 用の設定になっている OPOS を使用する場合はメニューモードにて以下の設

定に変更してください。 

   カバーオープン：復帰可能エラー 

   エラー復帰  ：コマンド 

OPOS を使用しない場合はメニューモードにて以下の

設定に変更してください。 

   カバーオープン：自動復帰エラー 

   エラー復帰  ：自動 

ポートの設定が正しくない 接続を確認し、プリンタードライバーの「ポートの設

定」を正しく合わせてください。 

意図しない設定になっている プリンターの設定を初期化してから再度設定し接続

してください。（43 ページ） 

印刷が濃い,にじむ。 プリンターのセットアップの印刷濃度

設定が合っていない。 

プリンターの印刷濃度、印刷速度を用紙に合った設定

にしてください。 

※メニューモード参照（37 ページ） 

サーマルヘッドが破損している 電源を OFF にして、お買い上げの販売店、または当社

指定のサービス窓口にご相談ください。 

印刷が薄い。 プリンターのセットアップの印刷濃度

設定が合っていない。 

プリンターの印刷濃度、印刷速度を用紙に合った設定

にしてください。 

※メニューモード参照（37 ページ） 

サーマルヘッドが破損している 電源を OFF にして、お買い上げの販売店、または当社

指定のサービス窓口にご相談ください。 

印刷にムラがある。 サーマルヘッドの発熱体に紙カス、異物

が付着している。 

サーマルヘッドを点検、清掃してください。 

※「サーマルヘッドを清掃する」参照（52 ページ）

プリンターのセットアップの設定が間

違っている。 

プリンターの印刷濃度、印刷速度を用紙に合った設定

にしてください。 

※メニューモード参照（37 ページ） 

プラテンローラーに異物が付着してい

る。 

プラテンローラーの異物を取り除いてください。 

※「プラテンローラーを清掃する」参照（51 ページ）

サーマルヘッドが破損している。 電源を OFF にして、お買い上げの販売店、または当社

指定のサービス窓口にご相談ください。 

印刷に縦スジが入る。 用紙搬送部に異物が付着，混入してい

る。 

用紙搬送路を清掃してください。 

※「用紙収納部、用紙走行部を清掃する」参照（50

ページ） 

サーマルヘッドに異物が付着している。 サーマルヘッドを清掃してください。 

※「サーマルヘッドを清掃する」参照（52 ページ）

サーマルヘッドが破損している 電源を OFF にして、お買い上げの販売店、または当社

指定のサービス窓口にご相談ください。 
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用紙がつまったとき 
 

本プリンターの内部で用紙がつまったときは、次の手順に従って取り除いてください。 

 

紙詰まりの除去方法 
 

 

 

 用紙を取り除く際は、用紙を無理に引っ張ったりしないでください。 

 トップカバーは後方へ倒すように全開にしてください。中途半端な状態にしておくと不

意に下がり、けがの原因となるおそれがあります。 

 装置内部の突起部に手などをぶつけないように注意してください。けがの原因となるお

それがあります。 

 カッターのエッジは、カッターナイフの刃とは違い鋭利ではありませんが、直接指を押

しつけて引くと危険です。 

 

紙詰まりが発生した場合には、以下の手順で用紙を除去してください。 

 

➊ プリンターの電源を OFF にしてください。 

 

➋ カバーオープンレバーを上方に押し上げトップカ

バーを開けます。 

 

➌ プリンターを押さえ下図の様に詰まった用紙をゆ

っくり上方向へ引っ張り取り除きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サーマルヘッドやプラテンを鋭利なも

ので傷つけないでください。印刷不良や

故障の原因になります。 

 サーマルヘッドの発熱部に直接手を触

れないでください。静電気により、サー

マルヘッドが破損するおそれがありま

す。 

 

 

 



 

61 

保証および修理の依頼について 
 

 

保証について 
 

本製品には『保証書』が付いてます。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載内容を確認して

大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、『保証書』の記載内容に基づき、無料修理いたしま

す。詳細については『保証書』をご覧ください。 

 

保証期間後の保守サービスについては、お買い上げの販売店、または当社指定のサービス窓口にご相談ください。 

 

 

本体の底面に、製品の型番、SERIAL NO.（製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された装置

銘板が貼ってあります。販売店にお問い合わせする際にこの内容をお伝えください。また装置銘版の

製造番号と保証書の保証番号が一致していませんと、万一、プリンターが保証期間に故障した場合で

も、保証を受けられないことがあります。お問い合わせの際にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     LAN モデルの例（他のモデルも同じ位置です） 

 

 

装置銘板 
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修理に出される前に 
 

「故障かな？」と思ったら、修理に出される前に以下の手順を行ってください。 

① 電源プラグ、電源コードおよびインターフェースケーブルなどが正しく接続されていることを確認します。 

② 用紙の取り付けが確実に行われていることを確認します。 

③「エラー表示が出ているときは」（57 ページ）、「エラー表示が出ていないのにおかしいときは」（58 ページ）を参

照し、該当する症状があれば記載されている処置を行います。 

 

以上の処理を行っても、なお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い上げの販売店、または当社指定のサービス

窓口にご連絡ください。なお、保証期間中の修理は『保証書』を添えてお申し出ください。 

 

 

 問い合わせをする際、ランプの状態（点灯または点滅）をご確認ください。 

故障時のランプの表示は修理の際の有用な情報となることがあります。 

 プリンターをお持ち込みいただくときは「プリンターを運搬するときは」（64 ページ）の手順に従

ってプリンターを梱包してください。 

 

 

 

プリンターの寿命について 
 

本プリンターの製品寿命は使用年数 5 年です。その後も継続して使用される場合は、必ずお買い上げの販売店、または

当社指定のサービス窓口にご相談ください（損耗状態によっては継続して使用できない場合があります）。 

 

 

補修用部品について 
 

本プリンターの補修用部品の保有期間は製造打ち切り後 5年です。 
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有償交換部品について 
 

本プリンターの機能・性能を維持するために、交換を必要とする部品があり、これを「有償交換部品」と呼びます。有

償交換部品の推奨交換周期（交換の目安）は印刷／カット回数によって設定されています。 

本プリンターの有償交換部品とその推奨交換周期は次の通りです。 

 

部品名 推奨交換周期（交換の目安） 備 考 

サーマルヘッド 
単色 ：150km 

2 色 ： 75km 
全モデル共通 

カッターユニットセット（J2R) 2,000,000 回 
MultiCoder 300S2DCU 

MultiCoder 300S2DCL 

※推奨交換周期は当社評価による目安であり、保証値ではありません。お客様のご使用状況により大きく異なる場合が

あります。 

 

注 1 お客様ご自身での交換はできません。 

注 2 有償交換部品の交換は定期保守契約締結時でも有償となります。 

注 3 補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後 5年となります。 

注 4 保守については、お買い上げの販売店、または当社指定のサービス窓口にご相談ください。 

 

 

 

マニュアルの再入手方法について 
 

 

ユーザーズマニュアルはNECコーポレートサイト（http://jpn.nec.com/）より、PDF形式（Adobe Reader

または Acrobat Reader（Ver.5 以降）を推奨）の電子データを閲覧、ダウンロードすることができま

す。 

 

 

品名：MultiCoder 300S2DC シリーズ 感熱ロール紙プリンター ユーザーズマニュアル 

 

なお、マニュアルの紛失に備えて、品名をメモしておくようにしてください。 

 

 

 

情報サービスについて 
 

NEC 製品に関する最新情報を下記で提供しています。 

 

インターネットの Web ページ NEC コーポレートサイト（http://jpn.nec.com/） 
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プリンターを運搬するときは 
 

本プリンターを引っ越しや修理などで移動するときは、次の手順に従って付属品などを取り外し、梱包してください。 

 

➊ プリンターの電源スイッチを OFF にします。 

➋ 電源コードのプラグをコンセントから抜きます。 

➌ AC アダプターの電源コネクターを抜きます。 

➍ プリンターにインターフェースケーブルを接続して

いる場合は、ケーブルを取り外します。 

➎ 用紙を取り出します。 

➏ スタッカーを取り付けている場合は取り外します。 

➐ 梱包します。 

梱包材を取り付けてプリンターおよび付属品を箱に

入れます。 

これでプリンターを運搬する準備ができました。 

 

 

 

 

プリンターの廃棄について 
 

プリンターおよびオプションの廃棄については、各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問

い合わせ願います。 

また、NEC でも法人のお客様に販売したプリンターを対象として、NEC グループの物流ネットワークを効率的に活用し、

使用済みとなったプリンターを有償でお客様から回収して再資源化拠点で処理しております。 

詳しくは、http://jpn.nec.com/eco/ja/をご覧ください。 

 

 

プリンターの廃棄の際は、他の装置への転用を防ぐために、プリンターに添付されていた電源コード

も一緒に廃棄してください。 

規格に合っていない装置に使用すると、感電や火災の原因となることがあります。 
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付録 
 技術情報 
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仕  様 
 

項目  

外観色 ミストホワイト 

印刷方式 感熱方式（直接発色） 

印刷ヘッド密度 8 ドット／mm（0.125mm/ドット） 

印刷解像度 203dpi（8 ドット／mm） 

発熱体ピッチ 0.125mm 

ドット総数 640 

印刷速度 単色：最大 260mm/s ２色：最大 115mm/s 

フィード方向 順方向または逆方向 

バックフィード速度 82mm/s 

カラー印刷 単色（黒）、2色 

紙送り最小ピッチ 0.125mm/step 

給紙方式 ロール紙外巻き 

排紙方式 装置前面排紙のみ。カットしながらの印刷・排紙が可能。 

印刷可能範囲／用紙サイズ ２章参照 

カッター切断形態 パーシャルカット 

ハードウェア 

インターフェース 

USB USB 1.1/2.0 FullSpeed 準拠 USB インターフェース 

通信速度：12Mbps、コネクター：USB B タイプ 

 LAN LAN IEEE802.3 準拠 Ethernet インターフェース 

10Base-T/100Base-TX  

受信バッファ 4KB 

ブザー あり（設定により消音可能） 

電源 AC100V±10% 50/60Hz 共用 

消費電力 動作時最大 80W (1.4A） 

 待機時 5W (0.2A） 

動作環境 温度 5～38℃ 

 湿度 25～85%（ただし、結露しないこと） 

保存環境 温度 -25～60℃ 

 湿度 0～90%（ただし、結露しないこと） 

外形寸法（突起部除く） 128(W)×207(D)×145(H)mm 

質量 本体のみ 約 1.9kg 

信頼性 装置本体 MTBF:7800H 

MCBF:7000 万行(指定紙) 

ヘッド ヘッド寿命： 150km（単色） 

   75km（2 色） 

カッター （パーシャルカット） 

用紙厚 75μm    ：200 万カット 

用紙厚 75～150μm ：50 万カット 

製品寿命 5 年または 2500 万行（93.75km） 

内蔵バーコード JAN/EAN 8/13、UPC-A/E、Codabar(NW-7)、ITF 14/16/6、 

Code39、Code93、Code128、GS1-128(UCC/EAN-128) 

内蔵２次元コード DataMatrix、PDF417、QR Code（モデル 1、モデル 2） 
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（つづき） 

項目  

添付ソフトウェア プリンタードライバー、リモートパネル、ステータスモニター、OPOS OCX、プリ

ンタードライバ一一括設定ツール 

添付品 電源コード、AC アダプター、テスト用紙（感熱ロール紙）、プリンターソフト

ウェア CD-ROM、クイックスタートガイド、安全にお使いいただくために、保証

書、ソフトウェアのご使用条件 

＜LAN モデルのみ＞ 

プリントサーバーソフトウェア CD-ROM 
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カッター使用時の注意 
 

 

 カット切断面の中央部に切り残し凸部が若干残ります。切り残し凸部に用紙の繊維が残

った場合は用紙がつながる場合があります。 

 連続カッターの稼働は、30 回／分以下（1 回／2 秒以上）にて使用してください。それ

以上で使用すると故障の原因となります。 

 印刷中に用紙出口付近に手を出さないでください。 

用紙に当たると紙詰まりを起こす、用紙カットができないなどのエラーの原因になりま

す。 

 

 

 

ロール紙供給仕様 
 

(1) 供給方式：マニュアルセット方式 

(2) ペーパーニアエンド：用紙が残り少なくなると検出します。 

 

検出できる用紙残量は以下の通りです。 

 

紙厚（μｍ） 
紙管外径＜Ｂ＞φ18 のロール紙を使用した場合 

検知径＜Ａ＞（ｍｍ） 用紙残量（ｍ） 

75～90 約φ25 0.5～5.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記寸法（検知径、用紙残量）については、計算上の値であるため、用紙の巻き状態及

び紙厚により、ばらつきがあります。 

 紙管外径φ18mm 以外のロール紙を使用した場合は、ペーパーニアエンドの検出精度が低

下します。 
 

Ａ 

紙管 

Ｂ 



 

69 

インターフェース（コネクターピン配置） 
 

USB インターフェース 
 

Type-B コネクター：4ピン 

ピン番号 信号名 方向 信号線名 

1 VBUS 入力 +5V 

2 D-inB 入出力 D- 

3 D+inB 入出力 D+ 

4 SG1 － グランド 

 

 

 
 

LAN インターフェース 
 

LAN インターフェースコネクター 

ピン番号 信号名 方向 信号線名 

1 TX+ 出力 出力ﾃﾞｰﾀ 

2 TX- 出力 出力ﾃﾞｰﾀ 

3 RX+ 入力 入力ﾃﾞｰﾀ 

4 N.C - - 

5 N.C - - 

6 RX- 入力 入力ﾃﾞｰﾀ 

7 N.C - - 

8 N.C - - 
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高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品 

 

この装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 

JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性-第

3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値（1相当たりの入力電流

が 20A 以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目

標レベルに適合して設計・製造した製品です。 

 

 

電波障害自主規制について 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。こ

の場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

 

電源の瞬時電圧低下対策について 

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、

交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。 

（社団法人電子情報技術産業協会（社団法人日本電子工業振興協会）のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガ

イドラインに基づく表示） 

 

海外でのご使用について 

本装置は、日本国内仕様のため海外でご使用になる場合、NEC の海外拠点で修理することはできません。また、日本国

内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりません。したがって、本装置を

輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生することがあっても、弊

社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 

 

電気通信事業法について 

LAN インターフェースでネットワークへ接続される場合、電気通信事業法で定められた電気通信業者の通信設備（ADSL

モデムや CATV など）へ直接接続することは許可されていません。 
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